
◆次回の自然講座は 7月 15 日（土）、当館学芸員・小泉明裕の「富草の海の化石」です

６月の　びはく 自然地質講座 へのおさそい

講師 ： 坂本正夫 （飯田市美術博物館専門研究員）

６月24 日 （土） 午後1 時30 分～3 時30 分

場所 ： 飯田市美術博物館講堂　  聴講無料 （申込不要）

中部日本で初めて見つかった

古代の大陸塊

★

黒いレンズ列が
約４億年から１億年の古代大陸塊
★印は化石初発見の遠山郷

★印から見つかった2億5千万年前のフズリナ化石

古代大陸塊

空白域
（破線）

cm

お問い合わせ ：飯田市美術博物館　TEL0265-22-8118　　FAX0265-22-5252

HP ： http://www.iida-museum.org/　( 〒 395-0034 長野県飯田市追手町 2-655-7)

　日本列島では異質の、およそ 4 億年から 2 億年前の古代大陸だった岩体が、九州か

ら千葉にかけて点在しています。ところが、中部日本だけ見つかっていませんでした。

　このたび、遠山郷にそのレンズ岩体群が発見されました。どんな変わった岩体なの

でしょうか。


